
２０２１年２月２５日 

欧州投資銀行が発行する「クライメイト・アウェアネス・ボンド」への投資について 

～気候変動を緩和するプロジェクトおよび認知度向上への貢献～ 

明治安田生命保険相互会社（執行役社長 根岸 秋男）は、欧州投資銀行が発行する   

クライメイト・アウェアネス・ボンド（Climate Awareness Bond、以下「ＣＡＢ」）に    

１３０百万豪ドル（約１０５億円）を投資しましたので、お知らせします。 

本債券による調達資金は、気候変動を緩和するプロジェクトに充当され、温暖化ガスの

排出低減、除去、また、それらを可能にする技術や製品のイノベーションを通じ、大気中の

温暖化ガスを安定化させることでパリ協定において定められた長期目標（注 1）の達成に貢献

します。本債券のプログラムは、これらのプロジェクトの取組みを通じ、気候変動問題への

認知度向上をめざしています。 

当社は、「ＥＳＧ投融資方針」（注 2）に則り、資産運用業務においては、国連責任投資原則

（ＰＲＩ）への署名などを通じて、ＥＳＧの観点を投融資の意思決定に組み込むことを推進

しています。引き続き、ＥＳＧ投融資を通じて、持続可能な社会の実現に貢献する資産運用を

行なってまいります。 

【本債券の概要】 

発行体 欧州投資銀行（ＥＩＢ） 

発行体概要 ・ＥＵ域内を中心とした産業および中小企業の国際競争力の向上、

環境保全、エネルギーの安定供給に貢献する事業への融資を 

行なう世界最大の国際金融機関の一つであり、気候変動ファイ

ナンスにおいて最大の資金供給を推進 

・２００７年に世界で初めてＣＡＢとしてグリーンボンドを発行し、

２０２０年末のＣＡＢの現存額はユーロ換算で３３７億ユーロ、

調達資金は５７か国２６６プロジェクトに投資 

社債の発行・購入額 １３０百万豪ドル（約１０５億円） 

資金使途 ＩＣＭＡ（国際資本市場協会）グリーンボンド規則に準拠し、気候

変動抑制に大きく貢献する以下のプロジェクトに対する貸付 

・再生可能エネルギー関連 

・エネルギー効率化関連 

・低炭素技術の研究、開発、展開 

・鉄道施設、車両の電化、電気バス 

 

 

 

払込期日 ２０２１年２月１９日 

償還期限 ２０３６年２月１９日（１５年） 
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対応する SDGs目標 

 

 

（注1）① 世界の平均気温上昇を産業革命以前に比べて２℃より十分低く保つとともに、１．５℃に抑える努力を追求 

②出来る限り早期に世界の温室効果ガスの排出量をピークアウトし、今世紀後半に人為的な温室効果ガスの  

排出と吸収源による除去の均衡を達成 

（注2）２０２０年５月２２日付ニュースリリース「ＥＳＧ投融資方針の公表について」 

https://www.meijiyasuda.co.jp/profile/news/release/2020/pdf/20200522_05.pdf 

以 上 


